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１．事業の概要

今日の環境問題の解決のためには、環境と経済の好循環を構築していくこ

とが必要であり、事業者の自主的・積極的な環境配慮の取組を促進すること

が重要である。

このため、本事業では、環境報告書の普及促進や信頼性の向上のための手

法の検討、環境会計ガイドラインや環境負荷の状況を把握するための環境パ

フォーマンス指標など事業活動における環境配慮を促進するための手法の開

発などを実施する。さらに、本年５月に成立した「環境情報の提供の促進等

による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律」（環境

配慮促進法）の円滑な施行に必要な環境報告書の記載事項等の検討など環境

報告書の作成・公表の支援や環境報告書の利用の促進などの事業を実施する。

２．事業計画

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19以降

環境配慮促進法施行事業

企業の環境会計手法策定事業（H6～）

環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ評価手法に係るｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定

調査（H12～）

環境報告書信頼性向上推進事業

３．施策の効果

本施策の実施により環境報告書の普及促進のほか、環境会計などの環境配

慮手法の確立が見込まれる。さらに環境情報の利用を促進することにより、

事業者の環境配慮の取組が社会や市場から適切に評価されるようになる。こ

れにより、事業者の環境配慮の取組のより一層の促進が期待される。
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準の策定 
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（新）環境配慮促進法施行
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・環境報告書の普及促進に

よる環境情報の開示促進 

 －記載事項の検討 
 －作成マニュアル 
・環境に配慮した投資等を

促進するなど環境情報の

利用の促進 

 －利用者講習会 

 －データベース 

・環境配慮手法のグローバ

ルスタンダード化促進 

・環境配慮促進のための企

業の社会的責任検討 

現状の課題 
●十分な判断材料がない 
●環境配慮を実践する十分

な基盤がない 




